
金
海
古
践
志
品
世
大

で
ざ
る
ゆ
ゑ
に
、
右
跡
符
の
撲
も
山
梨
女
の
み
に
以
り
た
る
左
ら
ん

と
。
さ
も
あ
る
べ
く
党
ゆ
。
石
油
榊
駐
の
一
柳
田
開
鍵
験
の
俳
話
む
か
し

ょ
の
あ
勺
と
い
へ
ど
も
、
今
現
陀
著
明
な
る
を
以
て
変
に
献
す
O

Q
高
山
南
坊
諸
問
第

此
の
第
跡
は
、
石
市
一
柳
駐
の
向‘

醤
務
中
は
岡
岡
氏
等
の
邸
地
と
成

p
.今
師
範
製
技
の
回
ひ
内
と
成
り
た
り
。
津
悶
鳳
卿
の
石
川
郡
訪
古

動
紀
陀
.
大
衆
寺
移
E

底
本
多
口
出
州
上
邸
側
↓
野
間
吋
牧
a
t

吋地
ベ剛剛
a
向
山

右
近
長
房
-
銭
高
宅
地
↓
と
い
へ
る
も
此
の
地
に
て
、
そ
の
か
み
大
衆
寺

も
此
の
地
K
居
た
り
し
放
に
.
活
躍
冊
中
岡
同
氏
の
邸
地
な
り
し
頃
、

折
々
骨
瓶
な
ど
を
掘
り
出
せ
り
と
い
へ
り
。
但
し
大
衆
寺
の
寺
記
に

は
.
此
の
地

K
寺
あ
り
し
事
を
紀
州
帆
せ
-T。
亀
尾
紀
に
は
.
い
に
し

へ
此
の
地
溢
は
山
下
と
氾

へ
‘
金
剛
院
と
云
ム
寺
あ
り
し
か
ど
.
本

願
寺
の
徒
陀
焚
か
れ
た
り
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
右
は
憾
な
る

体
訟
に
で
も
あ
り
し
か
、
北
ハ
の
州
酬
を
知
ら
宇
。
叉
白
抜
問
答
K
.
高

山
市
訪
の
浦
町
第
を
本
多
安
房
の
筋
地
と
な
し
た
れ
ど
、
此
は
族
主
り

と
い
へ
り
。

O
高
山
南
坊
等
伯
傍

向
山
氏
賞
名
は
長
口
師
、
右
近
と
紛
し
.
後
南
坊
と
呼
べ
り
。
共
の
初
め

は
汁
南
幼
の
細
危
な
る
よ
し
紀
鍬
陀
見
h
.
叉
千
利
休
の
商
務
陀
て

-不
審
庵
七
人
衆
の
一
人
た
り
。
利
休
停
舎
に
、
大
徳
寺
門
前
K
宗
易

の
路
島
り
、
不
務
庖
と
い
へ
り
。
前
角
は
少
申
地
位
み
た
り
し
。
七
人

数
は
、
加
賀
の
肥
前
・補
生
氏
郷
細
川
忠
興
・
古
回
線
部
牧
村
兵

・部

・M
山
南
坊
芝
間
段
物
、
此
の
七
人
と
宗
旦
は
い
ふ
な
り
と
見

h
.
三
盗
犯
に
も
.
利
休
七
人
の
鈴
子
の
内
に
勝
れ
た
る
茶
摘
削
者
也

と
い
へ

k
。
さ
れ
ば
武
勇
の
み
な
ら
宇
、
風
雅
の
道
に
も
長
じ
た
る

都
知
ら
れ
け
り
。
但
し
従
来
那
蘇
宗
徒
の
魁
た
る
を
以
て
.
艇
長
寸

九
年
陀
阿
癖
排
出
へ
追
放
せ
ら
れ
け
り
。
三
州
芯
鍵
義
飴
考
K
一試
ム。

総
長
十
九
年
甲
山
山
一
一
一
月
七
目
前
山
南
坊
長
良
内
勝
徳
庵
・
字
将
多
久

閑
品
川
右
京
・柴
山
椛
兵
衛
、
宍
主
法
信
仰
の
魁
た
る
ゆ
ゑ
京
都
へ

送
り
、
板
倉
伊
賀
守
へ
濯
し
、
同
九
月
廿
四
日
阿
鰐
泌
へ
放
滋
す
。

此
の
時
南
坊
共
の
子
十
次
郎
、
横
山
大
勝
安
も
南
坊
の
女
な
る
に
よ

り
一
山
梨
陀
迭
ら
る
。
徳
川
紀
陀
云
ふ
。
三
月
七
日
高
山
右
近
を
加
州

工
り
西
洋
図
民
放
っ
。
竪
く
耶
古
都
を
守
る
陀
依
っ
て
也
。
内
勝
飛
騎

守
忠
俊
等
赴
に
脱
出
ふ
と
。
駿
府
紀
K
は
、
九
月
廿
四
日
放
a
高
山
南

幼
・
内
藤
如
安
等
邪
徒
百
係
諸
於
阿
鰐
諮
τと
あ
り
。
内
藤
徳
施
は
飛

騎
守
と
践
し
、
初
め
信
長
公
民
仕
へ
、
+
六
歳
の
時
六
僚
合
敬
陀
功
あ

金
滞
古
閉
剛
志
各
大

~ ，、

， • 
d・• . ・、

中
川
瀬
兵
衛
清
秀
と
北
ハ
に
撤
州
高
槻
の
城
主
荒
木
村
震
に
随
従
す
。

天
正
六
年
村
筆
、
織
間
信
長
公
に
叛
〈
。
信
長
公
弘
通
耶
藤
宗
の
事

を
以
て
、
中
川
:
阿
山
主
砲
下
に
凪
せ
ん
都
E
輸
さ
る
。

じ
て
降
り
、
荒
木
村
箆
遂
に
滅
亡
す
。
信
長
公
生
容
の
後
、

陀
随
従
す
。
天
正
十
一
年
江
州
志
津
級
合
戦
の
時
中
川
向
山
.
秀

吉
公
の
命
陀
依
っ
て
共
陀
志
津
・
械
の
砦
を
守
り
け
る
陀
貯
佐
久
間
出
町

政
中
川
の
守
る
地
主
攻
む
。
子
ν
時
前
山
、
R
v
m
却
に
て
裁
に
敵
し
難
L

と
て
援
せ
字
。
中
川
清
秀
遂
に
死
し
、
砦
陥
る
。
秀
吉
公
之
を
怒
り
.

高
山
の
封
を
除
か
れ
流
浪
せ
し
を
.
前
問
利
家
卿
之
を
招
き
.
二
前

石
を
興
へ
ら
れ
け
り
。
高
山
剃
髪
し
て
南
坊
と
綿
し
.
加
賀
躍
脚
陀
準

仕
す
。
剛
院
長
四
年
三
月
利
家
卿
世
子
利
長
郷
へ
の
遺
誠
役
に
、
長
九

郎
左
衛
門
前
山
南
坊
.
世
上
を
も
せ
A
Y
我
等
一
人
を
守
り
、
仲
間
同
成

者
に
候
。
少
宛
本
山
代
を
も
池
し
仙
川
主
怒
ら
れ
可
ν
然
存
候
と
減
せ
佳
か

れ
た
り
。
閥
屋
政
春
古
兵
絞
に
紙
せ
た
る
附
院
長
十
一
年
九
月
十
六
日

の
奉
舎
に
・
南
坊
等
伯
と
週
明
者
し
・
同
十
三
年
二
月
十
四
日
の
定
震

に
も
‘
南
幼
等
伯
と
述
明
者
す
。
此
の
時
代
は
執
政
の
列
に
加
制
し
て
f

閤
務
を
執
り
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。
叉
南
坊
は
武
道
に
長
じ
・
文
遊

に
心
出
向
け
た
る
瓜
流
の
士
な
り
。
故
に
金
部
及
び
践
中
高
附
の
城
地

り
-
丹
後
一
図
を
支
配
す
。
政
長
中
制
御
公
民
仕
へ
.
四
千
石
を
叩
醐

へ
h
p
。
共
の
子
釆
女
好
次
千
七
百
石
を
賜
は
る
。
父
子
共
放
送
せ

る
。
但
し
釆
女
は
後
に
防
相
制
し
‘
能
州
荻
谷
村
へ
蛍
居
す
。

れ
り
。
字
菩
多
久
閣
は
千
五
百
石
を
叩
聞
は
り
、
品
川
右
京
は
一
陀
右
4

兵
術
と
あ
り
.
千
石
を
賜
は
る
。
柴
山
継
兵
術
は
五
百
石
を
賜
ふ
と

自
駐
に
い
へ
り
。
平
次
按
や
る
に
.内
藤
系
闘
に
、徳
庵
は
元
利
二
年

於
a
問問
図
-
病
死
.
枠
休
前
金
部
的
4
9
.

荻
谷
村
在
郷
仕
。
と
あ
り
。
三

蛮
紀
に
云
ふ
。
吉
利
支
丹
の
張
本
内
藤
徳
賂
・
高
山
南
坊
字
喜
多

久
閑
品
川
右
兵
衛
柴
山
備
兵
街
、
何
れ
も
上
方

へ
治
さ
れ
け
る
。
#

向
山
南
坊
の
惣
飢
は
十
二
郎
と
て
‘
天
下
一
帯
の
美
少
年
K
て
、
毎
掛

目
能
を
致
し
諸
人
見
物
す
。
共
の
頃
の
流
行
歌
医
、

能

E
見
よ
う
た
ら
高
山
市
坊
ゐ
も
て
か
け
・?
の
十
二
郎

か
や
う
K
茸
ど
も
歌
ひ
け
り
。
十
二
郊
の
妹
を
横
山
大
勝
陀
嫁
委
せ

一
銭
に
上
方
へ
同
道
せ
ら
れ
、
哀
成
り

、

し
を
、
南
坊
よ
り
断
り
て

、

け
る
事
共
多
か
り
け
り
。
又
金
潔
の
悲
右
衛
門
坂
の
下
陀
伴
天
連
あ

り
し
陀
、
是
も
南
坊
と
一
山
県
民
活
ら
れ
け
り
と
見
ゆ
。
又
加
藤
蘭
山
私

記
K
、
南
坊
の
内
室
は
、
横
山
大
路
長
知
の
娘
也
。
雨
笠
岡
へ
被
訟

筒
、
内
室
へ
榔
ぴ
被
ν
申
ゃ
う
陀
迷

τ
被
v
申
陀
付
、
兎
も
角
も
と
の

七




